アンデシン　サンストーン（中性長石）：コンゴ共和国からの偉大な発見
この新しい宝石は2002年、コンゴ共和国より採掘され、これらの石は当初の発見以来、コンゴ共和国からは売りに出されてはいません。
アンデシンは斜長石系の石の中でも、中間に位置し、ラブラドライト（曹灰長石）に近いものです。
アルバイトNa(AlSi3O8)「曹長石、ナトリウムを主成分とする三斜晶系」と、アノーサイトCa(Al2Si2O8「灰長石、カルシウムを主成分とする三斜晶系」との間であり、カルシウムとナトリウムの比率により命名されています。
様々な鑑別機関での調査により、カルシウムが50％以下の含有で、「アンデシン」と分類されています。≪アメリカ宝石業協会（A.G.T.A.）、ナント大学宝石研究所（フランス）、パリ商工会議所研究室（C.C.I.P）日独宝石研究所（J.G.G.L）、アジア宝石科学専門学校（A.I.G.S）≫
当社の５７の大型の石はアジア宝石科学専門学校≪A.I.G.S（タイ）≫による化学的分析を受けており、すべての石がアンデシンと確認されています。
これらのアンデシンの赤色の色因は銅です。クラリティ（内包物含有量）は、特に優れています。赤色を成すフェルドスパーは大変貴重です。今までもっとも著名なラブラドライトはアメリカ合衆国、オレゴン州からのもので、「オレゴンサンストーン」とも呼ばれていました。しかし、この新しい発見と同じ大きさ、美しい赤色に勝るものは発見されていません。
コンゴ産のアンデシンの方が、オレゴンサンストーンより、多くの銅を含んでいます。今までに発見されたもので、最大重量を持つコンゴ産のアンデシンは33.42ctです。フローレス（表面傷無し、内包物無し）で、赤色の石は２，３百しかカットされていませんが、このコンゴからのアンデシンのほとんどを当社で保有しています。それらの石を当初購入した以来、アンデシンが同産出地より市場には登場していません。
当社では、オレンジィレッドからオレンジの色調を成すアンデシンも低価格でご用意しています。オレンジで内包物を含むものであれば、さらに廉価で販売されている石は市場で流通していますが、当社ではそのような低品質の石は販売しておりません。
同産出地からの、他の稀な例としては、イエローやグリーンの色調もの、そして「アレキサンドライト効果」とも呼ばれる変色効果（グリーンから赤、イエローから赤）を呈するものもあります。
今年２月に催されたツーソン・ジェムショーでは、より多くの中国産アンデシンが出品されていました。それら中国産の石はより濃い赤色を呈してはいても、当社の石と同等の品質を持ち合わせてはいない、と承認できます。中国産アンデシン（もしくは、「チベットサンストーン」または、「チベットアンデシン」）として市場に出ているものは、フローレスではなく、赤色の石を、当社のアンデシンと比較しても、ブラウニッシュ（茶色味）がかっています。中国産の石は、より「ぼやけた」印象を受けるのです。しかし、一方で、アンデシンにとってはいい兆候が現れていると言えます。品質にかかわらず、多く市場に登場することになり、アンデシンの名は、より著名になり、需要も増えるからです。
タンザナイトと同様に、モース硬度は6.5であり、ジュエリーへの用途にも適しています。しかし、ほとんどのタンザナイトは熱処理や、何らかの色調を向上させる処理が施されていますが、アンデシンにはいかなる処理も施されてはいません。鮮明で美しい赤色は、地球から産出されたままの色で、熱処理により引き出されたものではありません。さらに、アンデシンの方がタンザナイトよりも発掘された数においても、貴重です。今までに発掘されたタンザナイトは数千石ですが、アンデシンは数百石です。
現段階では、当社の最高品質のアンデシンの価格は、最高品質のタンザナイトと同額程度となっておりますが、お買い得価格であり、今後上昇する可能性があります。この機会をお見逃しなく！
当社のホームページにない、形、大きさの石をお探しの際には、ぜひお問い合わせください。
金やプラチナ台のジュエリーへのセットも行っております。どうぞお気軽にお問い合わせください。
硬度：6.5　　屈折率：1.551／1.560　比重：2.67　複屈折率：0.009
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